
1�  －広報うしく　２０１０．２．１－

住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
四
十
八
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

住
井
す
ゑ
ら
作
家
の
執
筆
が
自
由
に

―

農
地
の
解
放
と
犬
田
卯―

　

作
家
の
執
筆（
出
版
全
般
対
象
）の
内
容

が
、
明
治
憲
法（
大
日
本
帝
国
憲
法
）の
下

で
は
、
諸
法
律
に
定
め
ら
れ
統
制
さ
れ
て

き
た
。
そ
し
て
、
戦
時
中
に
は
戦
意
高
揚

を
図
る
内
容
の
執
筆
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ら
の
統
制
と
取
り
締
ま
り
に
関
す

る
諸
法
律
が
、
敗
戦（
昭
和
20
年
８
月
15
日
）

後
の
10
月
４
日
に
廃
止
さ
れ
、
作
家
が
自
由

な
内
容
の
執
筆
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

出
版
界
で
は
雑
誌『
文
芸
』『
文
学
』
が

相
次
ぎ
同
年
10
月
に
、『
新
潮
』
が
11
月
に

そ
れ
ぞ
れ
復
刊
さ
れ
、
紙
不
足
の
中
、
粗

悪
な
紙
な
が
ら
雑
誌
、
書
籍
の
発
行
が
盛

ん
に
な
っ
た
。

　

住
井
と
次
に
挙
げ
る
作
家
は
、
執
筆
の
自

由
に
新
天
地
を
得
て
、
ペ
ン
を
持
ち
直
し
、
小

学
館
の
各
学
習
雑
誌
に
書
き
ま
く
っ
た
。

　

小
川
未
明
、
浜
田
広
介
が
小
学
１
・
２

年
生
、
加
藤
武
雄
、
村
岡
花
子
が
小
学
３
・

４
年
生
、
山
岡
荘
八
、
大
仏
次
郎
は
小
学

５
・
６
年
生
と
い
う
風
に
す
み
分
け
ら
れ

て
い
て
、
小
川
、
浜
田
な
ら
童
話
、
加
藤

な
ら
農
村
物
、
村
岡
な
ら
ア
ン
デ
ル
セ

ン
、
山
岡
、
大
仏
な
ら
時
代
物
と
分
野
も

決
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、住
井
は
重
宝
で
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
学
年
に
彼
女
だ
け
は
登
場
す
る

し
、
そ
の
作
品
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。昭
和
26
年
を
例
に
と
っ
て
み
る
。

　

小
学
１
年
生『
貝
ざ
い
く
は
ど
な
た
に
』

（
８
月
）、
小
学
２
年
生『
み
ず
の
か
が
み
』

（
３
月
）、『
や
ぎ
と
す
ず
め
』（
４
月
）、『
イ

ソ
ッ
プ
ど
う
わ
・
や
ど
か
り
』（
５
月
）、『
茨

城
県
の
民
話
・
い
し
の
か
が
み
』（
12
月
）、

小
学
３
年
生『
か
に
の
あ
ん
よ
』（
４
月
）、

『
く
ろ
い
す
ず
め
』（
５
月
・
筆
者
犬
田
卯
）、

『
頼ら
い
さ
ん
よ
う

山
陽
と
お
か
あ
さ
ん
』（
５
月
）、『
き
ん

ぎ
ょ
の
お
ど
り
』（
６
月
）、『
つ
ば
め
と
と
も

に
』（
７
月
）、『
ら
く
だ
』（
９
月
）、『
あ
か
牛

く
ろ
牛
』（
10
月
）、『
な
ん
き
ん
だ
ま
の
く
び

か
ざ
り
』（
10
月
・
筆
者
犬
田
卯
）、『
や
さ

し
い
ば
あ
さ
ん
』（
12
月
）、小
学
４
年
生『
き

つ
ね
ど
り
の
名
人
』（
１
月
）、『
あ
た
ま
と
あ

し
の
ち
え
く
ら
べ
』（
４
月
）、
小
学
５
年
生

『
れ
ん
さ
い
少
女
小
説
・
花
咲
く
日
』（
１
月
、

２
月
、３
月
）、『
お
か
あ
さ
ん
の
あ
み
物
』（
４

月
）、『
親
牛
子
牛
』（
７
月
）、小
学
６
年
生『
イ

ン
ド
童
話
・
か
し
こ
い
ウ
サ
ギ
』（
９
月
）

　

住
井
は
翌
27
年（
１
９
５
２
年
）11
月
の

『
小
学
５
年
生
』
２
月
号
に
発
表
し
た『
み

か
ん
』
で
、
小
学
館
創
業
30
周
年
記
念
の

第
１
回
小
学
館
児
童
文
化
賞
の
文
学
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

　

一
方
の
犬
田
卯
は
、
以
前
東
京
で
、
農

民
文
学
研
究
会
を
結
成
し
て
機
関
誌
月
刊

『
農
民
』を
発
行
、
そ
の
誌
上
で
封
建
時
代

よ
り
連
綿
と
地
主
階
級
が
所
有
し
て
き
た

田
・
畑
を
小
作
人（
※
）に
解
放
す
る
こ
と

を
叫
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
犬
田
に
す
れ
ば
自
分
が
叫
ん

だ
農
地
の
解
放
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
総
司
令
部
）か
ら
出
さ
れ
る
指
令

に
よ
っ
て
、
断
行
さ
れ
て
い
く
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
農
地
解
放
は
、
昭
和
21
年（
１
９

４
６
年
）
の
10
月
に
自
作
農
創
設
特
別
措

置
法
・
改
正
農
地
調
整
法
両
法
の
公
布
で

施
行
と
な
っ
た
。
つ
い
で
翌
22
年（
１

９
４
７
年
）
６
月
に
地
主
保
有
農
地

限
度
面
積
が
、
従
前
の
５
町
歩
か
ら

都
府
県
平
均
１
町
歩（
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
に
定
め
ら
れ
、
北
海
道
は
特
例

で
４
町
歩
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
て
地
主
所
有
の
田
・
畑

を
い
っ
た
ん
国
が
買
い
上
げ
、
国
が

小
作
人
に
売
り
渡
す
と
い
う
手
順
で

解
放
が
断
行
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

全
国
の
昭
和
20
年（
１
９
４
５
年
）11

月
段
階
の
小
作
地
総
面
積
は
２
３
６
万

８
２
３
３
町
歩
で
、
小
作
地
率
に
す
る

と
45
・
９
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
25

年（
１
９
５
０
年
）８
月
に
至
っ
て
は
51
万
４

７
２
４
町
歩
に
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い

て
、
小
作
地
率
は
９
・
９
％
に
な
っ
て
い
た
。

　

茨
城
県
の
記
録
で
は
、
自
作
農
創
設
特

別
法
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
な
農
地
法
が

施
行
さ
れ
た
昭
和
27
年
度
ま
で
の
７
年
間

で
、
地
主
→
国
→
小
作
人
へ
と
い
う
ル
ー

ト
で
売
り
渡
さ
れ
た
田
・
畑
の
総
面
積
は

９
万
４
４
６
３
町
歩
に
達
し
た
。

　

牛
久
村
の
場
合
は
、
小
作
地
総
面
積
が

お
お
む
ね
２
６
９
町
歩（
３
・
８
９
６
筆
）

あ
っ
た
が
、
そ
の
中
の
お
お
む
ね
１
７
８
町

５
反
歩（
２
・
５
３
２
筆
）が
解
放
に
な
っ
た
。

※
小
作
が
地
主
の
田
・
畑
を
借
り
、
小
作

料（
物
納
が
多
か
っ
た
）を
払
っ
て
そ
の

田
・
畑
を
自
ら
耕
作
し
、
農
業
を
営
む

小
作
従
事
者
を
小
作
人
と
呼
ん
だ
。

�『わたしの少年少女物語』―住井が昭和26年
（1951年）から小学館の学習雑誌に書いた外
国の童話や茨城県下に伝わっている民話が
収録されている。平成元年（1989年）に（株）
労働旬報社より発刊された。

「広報うしく1月1日号」11ページのおわびと訂正
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